
　
高
校
で
は
、
電
車
や
自
転
車
な
ど
、
生
徒
の
通
学

の
手
段
や
経
路
は
様
々
で
あ
り
、登
下
校
中
の
安
全

管
理
は
、
生
徒
自
身
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
部
分
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
。
学
校
保
健
安
全
法
で
は
、
各
校

で
通
学
を
含
め
た
学
校
生
活
そ
の
他
日
常
生
活
に
お

け
る
安
全
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て
計
画
を
策
定
・

実
行
す
る
こ
と
（
第
27
条
）や
、
児
童
生
徒
等
の
安
全

確
保
を
図
る
た
め
、保
護
者
や
地
域
の
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
（
第
30
条
）が
規
定

さ
れ
て
お
り
、生
徒
へ
の
交
通
安
全
指
導
や
、地
域
と

連
携
し
た
通
学
路
の
安
全
確
保
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、文
部
科
学
省
が
毎
年
策
定
す
る「
交
通
安
全

業
務
計
画
」（
＊
１
）で
は
、通
学
路
を
含
め
た
地
域

社
会
の
安
全
を
確
保
す
る
一
般
的
な
責
務
は
、地
域

を
管
轄
す
る
自
治
体
が
有
す
る
と
し
、学
校
設
置
者

や
学
校
は
、地
域
と
一
体
と
な
っ
て
通
学
路
の
安
全

対
策
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。加
え
て
、生
徒

が
在
学
中
に
二
輪
車
や
自
動
車
の
運
転
免
許
の
取
得

可
能
年
齢
に
達
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、自
転
車
や
二

輪
車
、自
動
車
に
関
す
る
安
全
指
導
を
行
い
、交
通
事

故
に
は
責
任
や
補
償
問
題
が
生
じ
る
こ
と
や
、加
害

事
故
を
起
こ
さ
な
い
努
力
の
必
要
性
を
生
徒
に
理
解

さ
せ
る
交
通
安
全
教
育
の
徹
底
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
各
校
に
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」に
は
、登
下
校
時
の
緊
急
事
態
や
交

生徒を被害者にも加害者にもさせない！

交通安全教育を徹底し、生徒の交通安全への意識を
高める。

自校の「危機管理マニュアル」の登下校に関する項
目を改めて確認。

生徒に、自転車乗用時のヘルメットの着用を奨励。

自転車通学をしている生徒・保護者に、自転車保険
等の加入を促す。

学校
危機管理
基 礎 講 座

登
下
校
中
の
事
故

テーマ

学
校
で
起
こ
り
得
る
危
機
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
備
え
を
し
て
お
く
べ
き
か
。
事
故
や
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
ら
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
。学
校
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
研
究
す
る
坂
田
仰た

か
し

教
授
が
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。第
８
回
は
、登
下
校
中
の
事
故
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

生
徒
へ
の
交
通
安
全
指
導
と
、地
域
と
連
携

し
た
通
学
路
の
安
全
確
保
が
必
要
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＊１　交通安全対策基本法の規定により、内閣府の中央交通安全対策会議が策定する交通安全基本計画に基づき、関
係各省が毎年、交通安全業務計画を策定することになっている。

登
下
校
中
に
多
い
自
転
車
事
故

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
の
自
治
体
も
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お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

通
事
故
へ
の
対
応
に
関
す
る
事
項
が
明
記
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、登
下
校
中
の
安
全
管
理
で
高
校

で
特
に
重
要
な
事
項
は
、自
転
車
事
故
に
つ
い
て
で

す
。警
察
庁
の
集
計（
＊
２
）に
よ
る
と
、高
校
生
の

自
転
車
関
連
死
亡
・
重
傷
事
故
の
約
６
割
が
登
下
校

中
に
発
生
し
、約
８
割
が
事
故
時
に
一
時
不
停
止
や

安
全
不
確
認
な
ど
の
法
令
違
反
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
２
０
１
５
年
６
月
に
道
路
交
通
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
自
転
車
乗
用
時
に
危
険
行
為
を
繰
り
返
し
た

者
に
自
転
車
運
転
者
講
習
を
受
講
さ
せ
る
制
度
が
で

き
ま
し
た
。
危
険
行
為
と
し
て
は
、
信
号
無
視
や
通

行
禁
止
違
反
の
ほ
か
に
、
自
転
車
乗
用
中
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
操
作
や
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
の
使
用
な
ど
、

15
項
目
が
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
を
交
通
事
故

の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
さ
せ
な
い
た
め
に
、
交

通
ル
ー
ル
の
順
守
や
自
転
車
通
学
で
の
注
意
点
を
伝

え
る
指
導
を
改
め
て
徹
底
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
れ
で
も
、
不
測
の
事
態
と
し
て
交
通
事
故
が
起

こ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
事
故
の
被
害
を
で
き
る
だ

け
抑
え
る
た
め
に
、
２
つ
の
備
え
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
１
つ
は
、
自
転
車
乗
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
で

す
。
21
年
の
デ
ー
タ
（
＊
３
）
を
見
る
と
、
自
転
車

関
連
交
通
事
故
で
は
、
死
者
の
約
６
割
が
頭
部
を
損

傷
し
て
い
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
場
合
の
致
死
率

が
０・35
％
に
対
し
、
非
着
用
の
場
合
は
０・56
％
と
、

１・６
倍
で
し
た
。
高
校
生
の
自
転
車
乗
用
中
の
死
傷

者
の
う
ち
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
非
着
用
者
の
割
合
が
９
割

以
上（
図
）で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

は
重
要
な
安
全
対
策
だ
と
言
え
ま
す
。
自
治
体
も
そ

れ
を
認
識
し
、群
馬
県
や
愛
知
県
、愛
媛
県
な
ど
で
は
、

自
転
車
乗
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
努
力
義
務
と

す
る
条
例
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
も
う
１
つ
は
、
自
転
車
保
険
等
へ
の
加
入
で
す
。

自
転
車
で
は
、
大
き
な
事
故
に
は
な
ら
な
い
と
軽
視

す
る
の
は
危
険
で
す
。
例
え
ば
、
小
学
生
の
運
転
す

る
自
転
車
が
歩
行
者
と
正
面
衝
突
し
、
歩
行
者
が
意

識
不
明
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
や
、
高
校
生
が
自
転
車
で

危
険
運
転
を
し
た
た
め
に
、
会
社
員
の
乗
っ
た
自
転

車
と
衝
突
し
、
会
社
員
が
重
大
な
後
遺
障
害
を
負
っ

た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
加
害
者
に
は
、

１
億
円
近
い
賠
償
金
の
支
払
い
命
令
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
加
害
者
が
未
成
年
で
あ
っ
て
も
賠
償
責
任
は
免

れ
ら
れ
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
保
護
者
に
賠
償
命

令
が
下
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
適
正
に
自
転
車

を
利
用
す
る
こ
と
を
促
す
た
め
、
そ
し
て
、
自
転
車

事
故
に
よ
る
損
害
か
ら
事
故
の
当
事
者
を
守
る
た

め
、
自
治
体
が
条
例
に
よ
っ
て
自
転
車
保
険
等
へ
の

加
入
を
義
務
・
努
力
義
務
に
す
る
動
き
が
全
国
的
に

広
ま
っ
て
い
ま
す
。
22
年
４
月
時
点
で
、
宮
城
県
や

秋
田
県
、
東
京
都
な
ど
の
30
都
府
県
が
自
転
車
保
険

等
へ
の
加
入
を
義
務
、
北
海
道
や
青
森
県
な
ど
が
努

力
義
務
と
す
る
条
例
を
制
定
し
て
い
ま
す
（
＊
４
）。

　
条
例
の
あ
る
自
治
体
で
は
毎
年
度
初
め
に
、
自
転

車
通
学
を
す
る
生
徒
に
対
し
て
自
転
車
保
険
等
の
加

入
を
促
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
加
入
は
任
意
で
す

が
、
生
徒
が
事
故
に
遭
い
、
治
療
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
万
が
一
、
加
害
者
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
に
も
備
え
、
加
入
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
、
生
徒
や
保
護
者
に
伝
え
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

自
身
の
被
害
に
加
え
、
加
害
者
と
な
っ
た

場
合
に
備
え
て
、自
転
車
保
険
等
の
加
入
を

図　 自転車関連交通事故　ヘルメット非着用者率（死傷者）の推移

＊２　警察庁交通局「自転車関連事故に係る分析」（2019 年４月）による。2014 〜18年のデータに基づく分析。
＊３　警察庁交通局「令和３年における交通事故の発生状況等について」（2022 年３月）による。　
＊４　国土交通省「自転車損害賠償責任保険等への加入促進」による。
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※警察庁交通局「令和３年における交通事故の発生状況等について」を基に編集部で作成。
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